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(57)【要約】
　フェノール樹脂バインダー、色安定剤、着色剤、およ
び砥粒を含む色安定砥粒物品が記載される。色安定剤は
、少なくとも１種のカルボン酸エステルを含む。色安定
砥粒物品は、レゾールと色安定剤とをブレンドして、レ
ゾール組成物を形成する工程；複数の砥粒粒子をレゾー
ル組成物と接触させる工程；およびレゾール組成物を硬
化させて、色安定砥粒物品を作る工程を含む方法により
形成される。したがって、色安定化フェノール樹脂結合
研磨材、および長期にわたって、および高温への曝露後
の色変化に耐え、フェノール樹脂の機械的強度を維持す
るような研磨材を製造する方法が提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）フェノール樹脂を含むバインダー；
　ｂ）少なくとも１種のカルボン酸エステルを含む色安定剤；および
　ｃ）砥粒
を含む、色安定砥粒物品。
【請求項２】
　前記色安定剤が、カルボン酸エステル類、エステル類、カルボン酸類、ジオン基を含む
化合物、アクリル基を含む化合物、およびそれらの組合せからなる群から選択される化合
物を含む、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項３】
　前記色安定剤が乳酸エステルを含む、請求項２に記載の色安定砥粒物品。
【請求項４】
　前記色安定剤が、ヘプタン酸、乳酸、アセト酢酸エチル、２，２，５－トリメチル－１
－３－ジオキサン－４－６－ジオン、乳酸エチル、および２－（ジメチルアミノ）エチル
メタクリレートからなる群から選択される少なくとも１種の化合物を含む、請求項２に記
載の色安定砥粒物品。
【請求項５】
　前記フェノール樹脂がレゾールである、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項６】
　前記色安定剤が、前記フェノール樹脂の重量で約１％～約４０％の量で存在する、請求
項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項７】
　前記色安定剤が、前記フェノール樹脂の重量で約４％～約１０％の量で存在する、請求
項６に記載の色安定砥粒物品。
【請求項８】
　支持部材をさらに含む、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項９】
　共溶媒をさらに含む、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項１０】
　前記共溶媒がグリコールである、請求項９に記載の色安定砥粒物品。
【請求項１１】
　硬化添加をさらに含み、前記硬化添加剤が、過酸化物およびＵＶ光開始剤の群から選択
される１種または複数種の添加剤を含む、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項１２】
　約２３５°Ｆで硬化約２時間後の同じ物品と比べて、約２３５°Ｆで硬化約８時間後に
目視で認知できる色変化をまったく有しない、請求項１に記載の色安定砥粒物品。
【請求項１３】
　前記フェノール樹脂バインダーおよび色安定剤が、バインダー－砥粒層、バックサイズ
コート、プレサイズコート、メークコート、サイズコート、およびスーパーサイズコート
からなる群から選択される少なくとも１層に存在する、請求項１に記載の色安定砥粒物品
。
【請求項１４】
　色安定砥粒物品を製造する方法であって、
　ａ）レゾールと、少なくとも１種のカルボン酸エステルを含む色安定剤とをブレンドし
て、レゾール組成物を形成する工程；
　ｂ）複数の砥粒粒子を前記レゾール組成物と接触させる工程；および
　ｃ）前記レゾール組成物を硬化させて、前記色安定砥粒物品を作る工程
を含む、方法。
【請求項１５】
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　工作物表面を研磨する方法であって、
　色安定砥粒物品を工作物表面に研磨運動を伴って適用し、前記工作物表面の一部を除去
する工程を含み、前記砥粒製品が、
　ａ）フェノール樹脂を含むバインダー；
　ｂ）カルボン酸エステル類、エステル類、カルボン酸類、ジオン基を含む化合物、アク
リル基を含む化合物、およびそれらの組合せからなる群から選択される化合物を含む色安
定剤；ならびに
　ｃ）砥粒
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２００８年１１月１７日に出願された米国仮特許出願第６１／１９９，４７
２号の利益を主張する。上記出願の全教示は、参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　「フェノール樹脂」という用語は、フェノール類とアルデヒド類との反応生成物から得
られる幅広い種類の樹脂製品を意味する。フェノール類は、酸性および塩基性条件の両方
の下でホルムアルデヒド類と反応する。塩基により触媒される、フェノールとホルムアル
デヒドとの混合物が、フェノール１モル当たり１モルまたは複数モルのホルムアルデヒド
を含有する場合、それは、熱硬化性（一段階）樹脂、すなわち「レゾール」を生成する。
レゾール樹脂のための触媒として用いられる通常の塩基化合物には、アルカリ金属、例え
ば、ナトリウム、カリウムまたはリチウムの水酸化物が含まれる。アルカリ金属水酸化物
により触媒されるフェノール樹脂は、商業的に有用であるが、それらは、老化する、加熱
される又はそうでなければ硬化される場合、黒ずむという望ましくない傾向を有する。黒
ずみの程度は、樹脂の硬化または使用温度、及びこのような温度に対する曝露時間に依存
することが知られている。
【０００３】
　アルカリ金属水酸化物により触媒されるフェノール樹脂は通常、砥粒製品、例えば、研
磨布紙、固定砥粒、および三次元の低密度砥粒製品の結合剤系の成分として使用される。
樹脂の黒ずみ問題は、結合剤系が目視可能により多く存在するために、研磨布紙および三
次元低密度砥粒製品において特に顕著である。また、黒ずみは温度および曝露時間ととも
に増加するので、製品の温度プロファイルのなんらかの変化は、その製品内に色変化をも
たらす。色変化は、特に淡色製品に目立ち、このような製品を美観的または他の理由で受
け入れ難くさせる。
【０００４】
　さらに、砥粒結合剤系は、製造者、製品の種類、用途などを識別するための着色剤を含
み得る。樹脂の黒ずみは、所望の着色を妨げ、添加される着色剤と異なる色を最終製品に
もたらすことがある。例えば、硬化後に通常黄色に変わる樹脂は、青色染料または顔料と
組み合わせる場合、緑色に着色した製品を生じる。他方、同じ黄色の樹脂を緑色染料また
は顔料と組合せる場合、樹脂は通常、緑色のまったく別の色調をもたらす。
【０００５】
　フェノールレゾール樹脂に色安定性を与えるための公知の方法の一つは、メラミンホル
ムアルデヒド樹脂をその配合に添加することを含む。これは色安定性を達成する一方、脆
弱性を与え、硬化させるのにより長い時間がかかり、機械的な弱さを生じ、したがって、
最終製品において研削性能を低下させる。
【０００６】
　別の提案方法は、アンモニウム系塩をフェノールレゾール樹脂に添加することを含む。
しかし、この方法は、薄青色およびオレンジ色の顔料または染料などの特定の着色剤を有
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するフェノール樹脂製品の色を安定化させるのに充分有効ではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　最終製品に望ましくない特性を与えることなく、上述の問題を軽減させる有効なフェノ
ール樹脂色安定剤が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様では、本発明は、フェノール樹脂バインダー；色安定剤、着色剤、および砥粒を
含む色安定砥粒物品に関する。色安定剤は、少なくとも１種のカルボン酸エステル、エス
テル、カルボン酸、またはジオン基もしくはアクリル基を含む。
【０００９】
　別の態様では、本発明は、レゾールと色安定剤とをブレンドし、レゾール組成物を形成
する工程；複数の砥粒粒子をレゾール組成物に接触させる工程；およびレゾール組成物を
硬化させて、色安定砥粒物品を作る工程を含む、色安定砥粒物品を製造する方法に関する
。色安定剤は、少なくとも１種のカルボン酸エステル、エステル、カルボン酸、またはジ
オン基もしくはアクリル基を含む。
【００１０】
　さらに別の態様では、本発明は、色安定砥粒物品を工作物表面に研磨運動を伴って適用
し、工作物表面の一部を除去する段階を含む、工作物表面を研磨する方法に関する。砥粒
製品は、フェノール樹脂を有するバインダー；少なくとも１種のカルボン酸エステル、エ
ステル、カルボン酸、またはジオン基もしくはアクリル基を含む色安定剤；および砥粒を
含む。
【００１１】
　したがって、色安定化フェノール樹脂結合研磨材、および時間経過にわたる、および高
温への暴露後の色変化に耐え、フェノール樹脂の機械的強度を維持するような研磨材を製
造する方法が提供される。
【００１２】
　以上は、添付の図面に示されるとおり、本発明の実施例の実施形態の以下のより詳細な
説明から明らかであろう。図面中、同様の参照文字は、異なる図を通して同じ部分を指す
。図面は必ずしも一律の縮尺どおりではなく、代わりに、本発明の実施形態の説明に強調
が置かれている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の研磨布紙工具の一実施形態の断面図の概略図である。
【図２】本発明の研磨布紙工具の別の実施形態の断面図の概略図である。
【図３】色安定剤を含まない硬化フェノール樹脂試料と、本発明の色安定剤を含む試料と
を比較する写真を含む。
【図４】本発明の実施形態と対照との硬化時の時間経過にわたる色変化を比較する写真を
含む。
【図５】図４の試料における色変化を時間経過にわたってグラフで示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書で引用される特許、公開された出願および参考文献のすべての教示は、それら
の全体が参照により組み込まれる。特に、その出願が本出願と同時に出願されている、Ｗ
ｉｊａｙａの「アクリレート色安定化フェノール樹脂結合砥粒製品およびその製造方法（
Ａｃｒｙｌａｔｅ　Ｃｏｌｏｒ－Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｐｈｅｎｏｌｉｃ　Ｂｏｕｎｄ
　Ａｂｒａｓｉｖｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｍａｋｉｎ
ｇ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ）」と表題された米国特許出願第６１／１９９，４７１号は、その
全体が参照により本明細書に組み込まれる。
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【００１５】
　本発明は、少なくとも１種のカルボン酸エステルにより色安定化されるフェノール樹脂
バインダーを含む砥粒物品に関する。この色安定化砥粒物品は、着色剤および砥粒をさら
に含む。本明細書で用いられる場合、砥粒物品または樹脂が、約２３５°Ｆで硬化２時間
後に示すのと本質的に同じ色を約２３５°Ｆで硬化８時間後に示す場合、「色安定性」で
あるとみなされる。
【００１６】
　「フェノール樹脂」という用語は、フェノール、例えば、フェノール、レゾルシノール
、アルキル置換フェノール、例えば、クレゾール、キシレノール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチル
フェノールなど、およびｐ－フェニルフェノールなどと、アルデヒド、例えば、ホルムア
ルデヒド、アセトアルデヒドおよびフルフルアルデヒドなどとの任意の樹脂性反応生成物
を指す。「アルカリ金属水酸化物により触媒される色安定化フェノール樹脂」は、色安定
剤により色安定化される硬化したアルカリ金属水酸化物フェノール樹脂を指す。
【００１７】
　砥粒製品は、フェノール樹脂バインダー、１種または複数種のカルボン酸エステル色安
定剤、１種または複数種の任意選択による着色剤、砥粒、支持部材または裏当て材を有す
ることを特徴とし、硬化剤、非反応性熱可塑性樹脂、充填剤、研削助剤、および他の添加
剤をさらに含み得る。
【００１８】
砥粒物品の構造、および製造方法
　一実施形態では、色安定砥粒物品は、フェノール樹脂バインダー、色安定剤、および砥
粒物質を含む。色安定砥粒物品は、固定砥粒、構造化砥粒、または研磨布紙であることが
できる。
【００１９】
　本発明の研磨布紙工具は、基材、砥粒物質、および砥粒物質を基材に保持するための少
なくとも１種のフェノール樹脂バインダーを含み得る。本明細書で用いられる場合、「研
磨布紙工具」は、不織布研磨工具を包含する。砥粒、その粒子または凝集体などの砥粒物
質は、研磨布紙工具の１層（例えば、樹脂－砥粒層）または２層（例えば、メークコート
（ｍａｋｅ　ｃｏａｔ）およびサイズコート（ｓｉｚｅ　ｃｏａｔ））に存在し得る。本
発明の方法で製造され得るこのような研磨布紙工具の例は、図１および図２に示される。
図１を参照すると、研磨布紙工具１０において、基材１２は、任意選択によるバックサイ
ズコート（ｂａｃｋｓｉｚｅ　ｃｏａｔ）１６および、任意選択によるプレサイズコート
（ｐｒｅｓｉｚｅ　ｃｏａｔ）１８で処理される。任意選択によるプレサイズコート１８
の上を覆うのは、砥粒または砥粒粒子などの砥粒物質１４が施されるメークコート２０で
ある。サイズコート２２は、メークコート２０および砥粒物質１４の上に、任意選択によ
って施される。サイズコート２２を覆うのは、任意選択によるスーパーサイズコート（ｓ
ｕｐｅｒｓｉｚｅ　ｃｏａｔ）２４である。それらの特定の用途に依存して、研磨布紙工
具１０は、バックサイズコート１６および／またはプレサイズコート１８を含んでも、含
まなくてもよい。また、それらの特定の用途に依存して、研磨布紙工具１０は、メークコ
ート２２および／またはスーパーサイズコート２４を含んでも、含まなくてもよい。本発
明の方法で形成され得る研磨布紙工具の例は図２に示され、ここで、研磨布紙工具３０は
、砥粒物質および固着剤（バインダー－砥粒層）３２からなる単一層ならびに任意選択に
よって、バックサイズコート１６を含む。任意選択によって、図１に示されるように、プ
レサイズコート１８、メークコート２２およびスーパーサイズコート２４を研磨布紙工具
３０に含めることができる。研磨布紙物品は、バインダー－砥粒層、バックサイズコート
、プレサイズコート、メークコート、サイズコート、およびスーパーサイズコートからな
る群から選択される少なくとも１層に、色安定フェノール樹脂バインダーを含むことがで
きる。
【００２０】
　図１に示されるような、サイズコートおよびスーパーサイズコートを含む実施形態にお
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いて、砥粒物質は、重力、静電析出法、空気流によって、またはポリウレタン接着剤組成
物と一緒のスラリーとして別個に施すことができる。メークコート２０は、砥粒物質を基
材の表面に固着させ、支持基材を、砥粒を含まないフェノール樹脂バインダーに含浸させ
ることにより形成され得る。
【００２１】
　図２の実施形態において、支持基材は、砥粒物質と、フェノール樹脂バインダーおよび
色安定剤を含む樹脂組成物とを含む樹脂／砥粒スラリーに含浸させて、バインダー／砥粒
層３２を形成し得る。
【００２２】
　一実施形態では、色安定砥粒物品を製造する方法は、以下を含む：レゾールと、少なく
とも１種のカルボン酸エステルを含む色安定剤とをブレンドして、レゾール組成物を形成
する工程；複数の砥粒粒子をレゾール組成物と接触させる工程；およびレゾール組成物を
硬化させて、色安定砥粒製品を作る工程。上記研磨布紙に加えて、本方法で形成される色
安定砥粒物品は、例えば、構造化砥粒および固定砥粒を含む。
【００２３】
　構造化砥粒に関して、本物品は、砥粒構造が硬化前に形成される当技術分野で公知の技
術のいずれかによって形成される。このような技術は、例えば、エンボス加工技術を含む
。例えば、一実施形態では、フェノール樹脂バインダーと、カルボン酸エステル、エステ
ル、カルボン酸、ジオンを含む化合物、アクリル基を含む化合物、およびそれらの組合せ
からなる群から選択される少なくとも１種の化合物と、任意選択による着色剤と、砥粒と
を含む混合物を、裏当て材および生産工具と接触させ、ここで、混合物は裏当て材の一面
に固着する。このようにして、生産工具の内側の形状を有する砥粒構造が形成される。
【００２４】
　固定砥粒物品は、フェノール樹脂バインダーと、カルボン酸エステル、エステル、カル
ボン酸、ジオン基を含む化合物、アクリル基を含む化合物、およびそれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１種の化合物と、任意選択による着色剤と、砥粒とを含む
凝集体を調製することにより形成され得る。次いで、凝集体は、固定砥粒を調製するため
の当技術分野で公知の技術のいずれかを用いて形状化される。固定砥粒を調製するための
適当な技術は、例えば、Ｗｕの米国特許第５，７３８，６９６号明細書、Ｗｕらの米国特
許第５，７３８，６９７号明細書；およびＢｒｉｇｈｔらの米国特許第６，６７９，７５
８号明細書；ならびにＳｉｍｏｎの米国特許公開第２００３／０１９２２５８Ａ１号明細
書にさらに記載されており、これらのそれぞれの全内容は、参照により本明細書に組み込
まれる。
【００２５】
　工作物表面は、色安定砥粒物品を工作物表面に研磨運動を伴って適用し、工作物表面の
一部を除去することによって研磨される。
【００２６】
フェノール樹脂バインダー
　本発明で用いられる通常のフェノール樹脂は、レゾールであり、これはフェノール：ホ
ルムアルデヒドのモル比約１：１～約１：３、およびフェノール：アルカリ金属水酸化物
のモル比約１：１～約１００：１でフェノールとホルムアルデヒドとのアルカリ金属水酸
化物により触媒される反応から得られる。このようなレゾール、すなわち塩基により触媒
されるフェノール樹脂の色は、１種または複数種のカルボン酸エステルの添加により安定
化される。Ｄｕｒｅｚ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより製造されるＤｕｒｅｚ　Ｖａｒｃ
ｕｍ　Ｒｅｓｉｎ　Ｎｏ．９４９０８は、バインダーとして用いることができる水性の一
段式液体フェノール樹脂の一例である。
【００２７】
色－安定剤
　本明細書で用いられる色－安定剤には、カルボン酸エステル類、エステル類、カルボン
酸類、ジオン基を含有する化合物、アクリル基を含有する化合物、およびそれらの混合物
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が含まれる。例えば、適当な化合物には、乳酸メチル、乳酸エチル、乳酸ｎ－プロピル、
乳酸ブチル、乳酸２－エチルヘキシル、ヘプタン酸、乳酸、アセト酢酸エチル、２，２，
５－トリメチル－１－３－ジオキサン－４－６－ジオン、および２－（ジメチルアミノ）
エチルメタクリレートが含まれるが、これらに限定されない。
【００２８】
　ある種の実施形態では、色－安定剤は、フェノール樹脂の重量で約１％～約４０％の量
で存在する。他の実施形態では、色－安定剤は、フェノール樹脂の重量で約４％～約１０
％の量で存在する。
【００２９】
　乳酸エチルは、特に有効であることが見いだされた。例えば、本発明の一実施形態は以
下を含む：
【００３０】
【表１】

【００３１】
　ヘプタン酸、乳酸、アセト酢酸エチル、２，２，５－トリメチル－１－３－ジオキサン
－４－６－ジオン、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレートは、樹脂の総重量の５
％または１０％程度の少ない量で添加される場合、有効な色安定剤作用物質であることが
実証された。
【００３２】
着色剤
　砥粒製品は、着色剤、例えば、染料または顔料を含む。一般に、着色剤の一部は、硬化
樹脂を通して目視できる。一部の実施形態では、着色剤の一部は、硬化樹脂、任意選択に
よる支持基材、および／または任意選択による支持基材と硬化樹脂との間のコーティング
に含まれる。特定の実施形態では、着色剤には、有機多環状染料、有機モノアゾ染料、有
機ジアゾ染料、有機金属錯体、無機顔料、例えば、金属酸化物または錯体などが含まれ得
る。染料は、ペリノン、アントラキノン、アゾ染料錯体およびチオインジゴイドであるこ
とができる。
【００３３】
　蛍光着色剤は、蛍光有機分子を含有する染料または顔料である。蛍光着色剤の詳細な説
明は、Ｚｏｌｌｉｎｇｅｒ，Ｈ．、「Ｃｏｌｏｒ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ：Ｓｙｎｔｈｅｓ
ｉｓ，　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ，　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｏｆ　Ｏｒｇａ
ｎｉｃ　Ｄｙｅｓ　ａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ」、第２版、ＶＣＨ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、
１９９１年に見いだすことができ、これの全教示は、参照により本明細書に組み込まれる
。本明細書で用いられる場合、蛍光着色剤は、例えば、キサンテン、チオキサンテン、フ
ルオレン（例えば、フルオレセイン類、ローダミン類、エオシン類、フロキシン類、ウラ
ニン類、スクシネイン類、サッカレイン類、ローザミン類、およびロドール類）、ナフチ
ルアミン、ナフチルイミド、ナフトラクタム、アザラクトン、メチン、オキサジン、チア
ジン、ベンゾピラン、クマリン、アミノケトン、アントラキノン、イソビオラントロン、
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アントラピリドン、ピラニン、ピラゾロン、ベンゾチアゼン、ペリレン、またはチオイン
ジゴイドであることができる。より好ましくは、蛍光着色剤は、キサンテン類、チオキサ
ンテン類、ベンゾピラン類、クマリン類、アミノケトン類、アントラキノン類、イソビオ
ラントロン類、アントラピリドン類、ピラニン類、ピラゾロン類、ベンゾチアゼン類、チ
オインジゴイド類およびフルオレン類からなる群から選択される。最も好ましくは、蛍光
着色剤は、チオキサンテンまたはチオキサンテンである。
【００３４】
　当業者は、多くの市販の着色剤について、クラス、例えば、チオキサンテン誘導体の範
囲内の個々の誘導体の具体的な化学構造は公に利用され得ないことを理解する。したがっ
て、具体的な蛍光着色剤は通常、「Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ」、第４版、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｅｘｔｉｌｅ　
Ｃｈｅｍｉｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｒｉｓｔｓ、Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｔｒｉａｎｇｌｅ
　Ｐａｒｋ、ＮＣ、２００２年に定義されたとおりの色指数（Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ
）（Ｃ．Ｉ．）名で呼ばれる。色指数は、ｗｗｗ．ｃｏｌｏｕｒ－ｉｎｄｅｘ．ｏｒｇ．
においてオンラインで入手もできる。この色指数の全教示は、参照により本明細書に組み
込まれる。
【００３５】
　好ましい蛍光着色剤の例には、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　６３（Ｈｏｓ
ｔａｓｏｌ　Ｒｅｄ　ＧＧ、Ｈｏｅｃｈｓｔ　ＡＧ（Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ，Ｇｅｒｍａｎ
ｙ））、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９８（Ｈｏｓｔａｓｏｌ　Ｙｅｌｌｏ
ｗ　３Ｇ、Ｈｏｅｃｈｓｔ　ＡＧ（Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ，Ｇｅｒｍａｎｙ））、およびＣ
．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　１１８（ＦＬ　Ｏｒａｎｇｅ　ＳＦＲ、Ｋｅｙｓ
ｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｉｃａｇｏ，Ｉｌｌｉｎｏｉ
ｓ））が含まれる。
【００３６】
　用いることのできる着色剤の量は、意図される使用の細目、着色剤の特性、組成物中の
他の成分などに依存する。当業者は、特定の使用に対する着色剤の量を決定するためにこ
れらの詳細を判断する仕方を知っている。通常、着色剤の量は、全組成物の、約０．０１
～約２％、より好ましくは約０．０５～約０．５％、最も好ましくは約０．２％重量分率
である。
【００３７】
　具体的な実施形態では、着色剤は、赤色、オレンジ色、黄色、緑色、青色、藍色、また
は紫色の着色剤である。具体的な実施形態では、着色剤は、蛍光、例えば、蛍光赤色、蛍
光オレンジ色（ブレーズオレンジ（ｂｌａｚｅ　ｏｒａｎｇｅ））、蛍光黄色、蛍光緑色
などである。
【００３８】
　適当な着色剤の例には、Ｅｌｃｏｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　ＧＳ（Ｂｌａｚｅ）；Ｅｌ
ｃｏｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏｒｔ　Ｌｉｑ．；および特に、Ｅｌｃｏｍｅｎｔ　Ｂｌ
ｕｅ　ＲＳ（これらのすべては、Ｇｒｅｅｎｖｉｌｌｅ，ＳＣに位置するＧｒｅｅｎｖｉ
ｌｌｅ　Ｃｏｌｏｒａｎｔｓから市販されている）；およびＡｋｒｏｓｐｅｒｓｅ　Ｅ５
１３７（これは、Ａｋｒｏｎ，ＯＨに位置するＡｋｒｏｃｈｅｍ　Ｃｏｒｐ．から入手で
きる）が含まれる。
【００３９】
　着色剤は、砥粒製品を識別するために、例えば、商業的ブランド設定、使用法表示、例
えば、湿潤、乾燥、木材、金属など、またはグリットサイズの識別などのために使用され
得る。
【００４０】
砥粒物質
　砥粒は、限定されるものではないが、シリカ、アルミナ（溶融または焼結）、ジルコニ
ア、ジルコニア／アルミナ酸化物、炭化ケイ素、ガーネット、ダイヤモンド、立方晶系窒
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化ホウ素（ＣＢＮ）、窒化ケイ素、セリア、二酸化チタン、二ホウ化チタン、炭化ホウ素
、酸化スズ、炭化タングステン、炭化チタン、酸化鉄、クロミア、フリント、およびエメ
リーを含む粒子のいずれか１種または組合せを含み得る。例えば、砥粒は、シリカ、アル
ミナ、ジルコニア、炭化ケイ素、窒化ケイ素、窒化ホウ素、ガーネット、ダイヤモンド、
共溶融アルミナジルコニア、セリア、二ホウ化チタン、炭化ホウ素、フリント、エメリー
、窒化アルミナ、およびそれらのブレンドからなる群から選択され得る。一部の場合に、
アルファ－アルミナおよび／またはガンマアルミナから主として構成される高密度の砥粒
が使用され得る。
【００４１】
　砥粒は、凝集砥粒としても知られている砥粒凝集粒子も含み得る。砥粒凝集粒子は、粒
子バインダー材料により一緒に固着した砥粒粒子を含む。砥粒凝集粒子に存在する砥粒粒
子は、研磨工具における使用について知られている砥粒、例えば、シリカ、アルミナ（溶
融または焼結）、ジルコニア、ジルコニア／アルミナ酸化物、炭化ケイ素、ガーネット、
ダイヤモンド、立方晶系窒化ホウ素（ＣＢＮ）、窒化ケイ素、セリア、二酸化チタン、二
ホウ化チタン、炭化ホウ素、酸化スズ、炭化タングステン、炭化チタン、酸化鉄、クロミ
ア、フリント、エメリー、およびそれらの組合せの１種または複数種を含み得る。砥粒粒
子は、任意の大きさまたは形状のものであり得る。砥粒凝集粒子は、粒子バインダー材料
、例えば、金属材料、有機材料、もしくはガラス質材料など、またはこのような材料の組
合せによって一緒に固着され得る。本発明における使用のために適した砥粒凝集粒子は、
その全内容が参照により本明細書に組み込まれる、Ｋｎａｐｐらの米国特許第６，７９７
，０２３号明細書にさらに記載されている。
【００４２】
　砥粒は、１種または複数種の特定の形状を有し得る。このような特定の形状の例には、
棒状、三角形、角錐、円錐、充実球、中空球などが含まれる。あるいは、砥粒は不規則に
形状化され得る。
【００４３】
　通常、砥粒は、２０００ミクロン以下、例えば、約１５００ミクロン以下の平均粒度を
有する。別の例では、砥粒粒度は、約７５０ミクロン以下、例えば、約３５０ミクロン以
下である。一部の実施形態では、砥粒粒度は、少なくとも０．１ミクロン、例えば、約０
．１ミクロン～約１５００ミクロン、より典型的には、約０．１ミクロン～約２００ミク
ロン、または約１ミクロン～約１００ミクロンであり得る。砥粒の粒度は、砥粒の最長寸
法であるように通常特定される。一般に、粒度の範囲分布がある。一部の場合に、粒度分
布は、厳重に調節される。
【００４４】
支持部材／裏当て材
　砥粒物品は、支持部材、または裏当て材を含み得る。裏当て材は、柔軟または剛性であ
り得る。裏当て材は、研磨布地の製造における裏当て材として従来使用されるものを含む
任意の数の種々の材料から作られ得る。適当な裏当て材には、ポリマーフィルム（例えば
、プライマー処理フィルム）、例えば、ポリオレフィンフィルム（例えば、二軸配向ポリ
プロピレンを含むポリプロピレン）、ポリエステルフィルム（例えば、ポリエチレンテレ
フタレート）、ポリアミドフィルム、またはセルロースエステルフィルム；金属箔；メッ
シュ；フォーム（例えば、天然スポンジ材またはポリウレタンフォーム）；布（例えば、
織布、不織布、起毛布、ステッチボンデッド布、もしくはキルト布、またはポリエステル
、ナイロン、絹、綿、ポリエステル－綿もしくはレーヨンからなる繊維もしくは糸からで
きている布）；紙；加硫紙；バルカンゴム；バルカンファイバー；不織布材料；それらの
処理された裏当て材；またはそれらの任意の組合せが含まれ得る。
【００４５】
　裏当て材は、サチュラント（ｓａｔｕｒａｎｔ）、プレサイズ層またはバックサイズ層
の少なくとも１つを有し得る。これらの層の目的は通常、裏当て材を目止めするか、また
は裏当て材の糸もしくは繊維を保護することである。裏当て材が布材料である場合、これ
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らの層の少なくとも１つが通常用いられる。プレサイズ層またはバックサイズ層の追加は
、裏当て材の前面または裏面に「より平滑な」表面をさらにもたらし得る。当技術分野で
知られている他の任意選択による層も用いることができる（例えば、タイ層（ｔｉｅ　ｌ
ａｙｅｒ）；Ｓｔｏｅｔｚｅｌらの米国特許第５，７００，３０２号明細書（その全内容
は、参照により本明細書に組み込まれる）参照）。
【００４６】
　一部の実施形態では、砥粒物品は、微細な研削材としての使用が意図され、したがって
、非常に平滑な表面が好まれることがある。このような平滑表面の裏当て材の例には、微
細にカレンダー加工された紙、平滑な表面コーティングを有するプラスチックフィルムま
たはファブリックが含まれる。
【００４７】
　裏当て材は、静電防止特性を有し得る。静電防止剤の追加により、木材または木材様材
料をサンディングするときに、砥粒物品が静電気を蓄積する傾向が減少し得る。静電防止
裏当て材および裏当て材処理に関するさらなる詳細は、例えば、Ｂｕｃｈａｎａｎらの米
国特許第５，１０８，４６３号明細書；Ｂｕｃｈａｎａｎらの米国特許第５，１３７，５
４２号明細書；Ｂｕｃｈａｎａｎの米国特許第５，３２８，７１６号明細書；およびＢｕ
ｃｈａｎａｎらの米国特許第５，５６０，７５３号明細書に見いだすことができ、それら
の全内容は、参照により本明細書に組み込まれる。
【００４８】
　裏当て材は、例えば、Ｓｔｏｕｔらの米国特許第５，４１７，７２６号明細書に記載さ
れたような繊維強化熱可塑性物質、または、例えば、Ｂｅｎｅｄｉｃｔらの米国特許第５
，５７３，６１９号明細書に記載されたとおりのエンドレススプライスレスベルトを含み
得、それらの全内容は、参照により本明細書に組み込まれる。同様に、裏当て材は、例え
ば、Ｃｈｅｓｌｅｙらの米国特許第５，５０５，７４７号明細書（その全内容は、参照に
より本明細書に組み込まれる）に記載されたもののような、突出しているフッキングステ
ムを有するポリマー基材を含み得る。同様に、裏当て材は、例えば、Ｆｏｌｌｅｔｔらの
米国特許第５，５６５，０１１号明細書（その全内容は、参照により本明細書に組み込ま
れる）に記載されたもののようなループファブリックを含み得る。
【００４９】
他の成分
　本発明の砥粒物品は、例えば、硬化添加剤、非反応性熱可塑性樹脂、充填剤、研削助剤
；および他の添加剤などの種々の他の成分も含み得る。
【００５０】
　一部の実施形態では、砥粒物品は、硬化添加剤、例えば光開始剤を含み、それが放射線
、例えば、ＵＶ線に曝露されるとき、フリーラジカルが発生する。フリーラジカル発生剤
には、有機過酸化物、アゾ化合物、キノン類、ベンゾフェノン類、ニトロソ化合物、アク
リルハロゲン化物、ヒドロゾン類、メルカプト化合物、ピリリウム化合物、トリアクリル
イミダゾール類、ビスイミダゾール類、クロロアルキルトリアジン類、ベンゾインエーテ
ル類、ベンジルケタール類、チオキサントン類およびアセトフェノン類が、このような化
合物の誘導体を含めて、含まれ得る。これらの中で、最も普通に用いられる光開始剤は、
ベンジルケタール類、例えば、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン（ＩＲ
ＧＡＣＵＲＥ（登録商標）６５１の商標の下でＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓから入手できる）およびアセトフェノン誘導体、例えば、２，２－ジエトキシ
アセトフェノン（「ＤＥＡＰ」、これは、Ｆｉｒｓｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから市販されている）、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパ
ン－１－オン（「ＨＭＰＰ」、これは、ＤＡＲＯＣＵＲ（登録商標）１１７３の商標の下
で、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから市販されている）、２－ベ
ンジル－２－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）－１－ブタノン
（これは、ＩＲＧＡＣＵＲＥ（登録商標）３６９の商標の下で、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａ
ｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから市販されている）；および２－メチル－１－（４－メチ
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）９０７の商標の下で、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手で
きる）である。
【００５１】
　砥粒物品は、非反応性熱可塑性樹脂、例えば、ポリプロピレングリコール、ポリエチレ
ングリコール、およびポリオキシプロピレン－ポリオキシエテン（ｐｏｌｙｏｘｙｅｔｈ
ｅｎｅ）ブロックコポリマーなどを含み得る。
【００５２】
　充填剤には、有機充填剤、無機充填剤、およびナノ－充填剤が含まれる。適当な充填剤
の例には、金属炭酸塩（炭酸カルシウムおよび炭酸ナトリウムなど）；シリカ（石英、ガ
ラスビーズ、ガラス気泡など）；ケイ酸塩（タルク、クレー、メタケイ酸カルシウムなど
）；金属硫酸塩（硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸アルミニウムなど）；金属酸化物
（酸化カルシウム、酸化アルミニウムなど）；アルミニウム三水和物、およびそれらの組
合せが含まれるが、これらに限定されない。
【００５３】
　砥粒物品は、研削効率および切断速度を増加させるための研削助剤を含み得る。有用な
研削助剤は、無機系、例えば、ハロゲン化物塩（例えば、ナトリウムクリオライトおよび
テトラフルオロホウ酸カリウム）など；または有機系、例えば、塩素化ロウ（例えば、ポ
リ塩化ビニル）などであり得る。特定の一実施形態では、砥粒物品は、約１ミクロン～約
８０ミクロン、最も典型的には約５ミクロン～約３０ミクロンの範囲の粒径を有するクリ
オライトおよびテトラフルオロホウ酸カリウムを含む。メークコートにおける研削助剤の
濃度は一般に、約５０重量％以下であり、例えば、研削助剤の濃度は、しばしば約０．１
重量％～５０重量％、最も典型的には約１０重量％～３０重量％（すべて、砥粒を含むメ
ークコート重量に基づく重量％）である。
【００５４】
　さらなる添加剤の例には、カップリング剤、例えば、シランカップリング剤（例えば、
Ｏｓｉ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ，　Ｉｎｃ．から入手できるＡ－１７４およびＡ－１１
００）、チタン酸塩、およびジルコアルミネート（ｚｉｒｃｏａｌｕｒｍｉｎａｔｅｓ）
など；静電防止剤、例えば、黒鉛、カーボンブラックなど；懸濁化剤、例えば、フューム
ドシリカ（例えば、Ｃａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ　Ｍ５、Ａｅｒｏｓｉｌ　２００）など；目詰ま
り防止剤（ステアリン酸亜鉛およびステアリン酸カルシウムなど）；潤滑剤（ロウ、ＰＴ
ＦＥ粉末、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、およびポリシロキサン
など）；湿潤剤；顔料；分散剤；および消泡剤が含まれる。
【実施例】
【００５５】
実施例１
　本発明はこれから、限定的であることを意図しない以下の実施例によってさらにおよび
具体的に説明される。
【００５６】
　以下の化合物を色安定剤作用物質としての性能について試験した：ヘプタン酸、乳酸、
アセト酢酸エチル、２，２，５－トリメチル－１－３－ジオキサン－４－６－ジオン、お
よび２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレート。正味のフェノール樹脂および色安定
剤作用物質（樹脂重量当たり４％～１０％）を含む配合物を調製し、１８０℃で１２時間
硬化させ；ヘプタン酸は、２５０°Ｆで６時間硬化させた。硬化試料を図３に示す。
【００５７】
実施例２
　乳酸エチルをフェノール樹脂サイズコート配合物中の色安定剤作用物質として試験し、
乳酸エチルを含まない対照配合物と比較した。配合物は以下に記載する：
【００５８】
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【表２】

【００５９】

【表３】

【００６０】
　これらの配合物の両方を、予め作った研磨布紙試料に塗布した。試料は、メークコート
および粒子が、通常の製造工程中に通常のサイズコートが塗布される前に被覆され、通常
の程度まで硬化させてある裏当て材を含んだ。
【００６１】
　２種類のサイズコートを予め作った研磨布紙に塗布し、標準的なサイズ硬化を与えた後
に、それぞれの５試料を２３５°Ｆのオーブン中に入れ、単一の試料を滞留時間２、４、
６、８および２４時間後にオーブンから引き出し、「後硬化」工程を模倣した。色ずれの
目視比較を図４に示す。
【００６２】
　色ずれのこの定性的比較に加えて、より定量的な測定を、ＨｕｎｔｅｒＬａｂにより供
給されるＭｉｎｉＳｃａｎ　ＸＥ　Ｐｌｕｓ　Ｃｏｌｏｒｉｍｅｔｅｒを使用して行い、
結果を図５に提供する。
【００６３】
　図５は、乳酸エチルの使用による、合計の色ずれ、デルタＥの減少を示す。後硬化の通
常の処理条件は、４～８時間である。この場合、この時間の間の非色安定サイズの実測可
能なデルタＥは、１１．１４から１７．１８に増加し、６．０４の差を生じた。樹脂の５
重量％の乳酸エチルの使用によって、デルタＥは６．１２から８．３１に増加したのみで
、２．１９の差を生じ、したがって、色ずれの顕著な減少を示した。
【００６４】
評価
　本発明をその実施例の実施形態を参照して特に示し、かつ説明してきたが、形態および
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詳細における様々な変化が、添付の特許請求の範囲により包含される本発明の範囲から逸
脱することなく、そこにおいて行われ得ることが当業者に理解される。

【図１】
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【図５】
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